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編 集
後 記

　最近、私の子供が通う保育園で溶連菌という細菌による感染症が流行しており、注意を促すお知らせ
がきておりました。手洗いうがいをさせるなど、子供の健康に気を遣っていたのですが、子供よりも先
に私が罹患してしまい、改めて自分の免疫力の低さに驚きました。だんだんと暑い日も増えてきました
ので、熱中症等の予防等健康ケアを万全に行って頂ければと思います。
　さて、各地区の小中学校で食育活動が始まりました。児童らの食と農への関心を高めるために行う同
活動。その様子を取材することが目的なのですが、楽しんで活動に参加する児童らの顔を見ていると、

そんな大義名分も忘れ、つい児童らの楽しそうな顔ばかりを追ってしまいます。半年ほど後には収穫の様子を掲載し
ますので、どうぞ楽しみにお待ち頂ければと思います。                                                                （長瀧　俊一）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～18時30分
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～14時
　料金　大人：1,500円　子ども：700円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

６
最新のテクノロジーで変わりゆく農作業最新のテクノロジーで変わりゆく農作業

農業機械農業機械

第23回ＪＡごとう通常総代会のご案内第23回ＪＡごとう通常総代会のご案内

過去最多の上場頭数、価格は50万円台過去最多の上場頭数、価格は50万円台
5月期 牛せり5月期 牛せり

お互いの圃場で栽培技術の向上を図るお互いの圃場で栽培技術の向上を図る
ほめられかぼちゃ現地検討会ほめられかぼちゃ現地検討会

20242024

JUNEJUNE

GPS を使った直進自動操舵機能を搭載した田植機の実演会
（五島市玉之浦町上の平）
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近
代
農
業
に
お
い
て
、
効
率
的
に

安
定
し
た
食
糧
生
産
の
一
翼
を
担
う

農
業
機
械
。
そ
の
技
術
の
進
歩
は
日

本
の
農
業
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
近
年
、
人
工
衛
星
を
利
用

し
て
位
置
を
測
定
す
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ

（
ジ
ー
ピ
ー
エ
ス
）
を
活
用
し
た
農

業
機
械
の
開
発
と
普
及
が
急
速
に
進

ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
中
か
ら
今
回
、
ト
ラ
ク
タ
ー

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
田
植
機
を
紹
介

し
ま
す
。

　
五
島
市
堤
町
で
和
牛
繁
殖
と
水
稲

栽
培
を
営
む
荒
木
善
弘
さ
ん
（
62
）

は
今
年
、
水
田
の
整
地
用
に
ト
ラ
ク

タ
ー
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
レ

ベ
ラ
ー
を
県
内
で
初
め
て
導
入
し
ま

し
た
。

　
水
稲
栽
培
で
重
要
な
均
平
作
業

は
、
均
一
に
水
を
行
き
渡
ら
せ
る
た

め
に
圃
場
の
高
低
差
を
極
力
無
く
す

作
業
で
、
こ
れ
ま
で
水
を
張
っ
て
行

う
代
搔
き
と
呼
ば
れ
る
仕
上
げ
の
段

階
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

代
掻
き
は
低
速
で
行
わ
な
い
と
効
果

が
低
く
、
手
間
と
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
荒
木
さ
ん
に
と
っ
て
、
牛
の
世

話
や
牧
草
の
収
穫
で
多
忙
を
極
め
る

こ
の
時
期
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
レ
ベ
ラ
ー
で
代

掻
き
前
に
整
地
作
業
を
行
う
こ
と
で

繁
忙
期
を
分
散
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

　
荒
木
さ
ん
が
導
入
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
レ

ベ
ラ
ー
は
、
高
精
度
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
位
方

式
を
利
用
し
た
高
低
マ
ッ
プ
機
能
付

レ
ベ
ラ
ー
で
、
圃
場
の
外
形
と
高
低

差
を
測
量
し
、
キ
ャ
ビ
ン
の
モ
ニ

タ
ー
に
表
示
さ
れ
る
高
低
マ
ッ
プ
や

等
高
線
図
な
ど
を
見
な
が
ら
高
低
差

±
２
・
５
㌢
の
精
度
で
均
平
作
業
が

行
え
る
と
い
い
ま
す
。

　「
農
業
機
械
へ
の
投
資
は
、
時
間

へ
の
投
資
で
も
あ
り
ま
す
」
と
、
荒

木
さ
ん
は
、
新
た
な
技
術
と
性
能
を

持
つ
農
業
機
械
の
進
化
に
期
待
を
寄

せ
ま
し
た
。

　
五
島
市
玉
之
浦
町
上
の
平
の
水
田

で
行
わ
れ
た
新
型
田
植
機
の
実
演
会

で
は
、
地
元
の
農
家
が
実
際
に
田
植

え
を
行
い
、
最
新
の
技
術
を
体
験
し

ま
し
た
。

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
加
え
、
測
位
誤
差
が
約

数
㌢
に
な
る
Ｒ
Ｔ
K
ア
ン
テ
ナ
ユ

ニ
ッ
ト
を
搭
載
し
、
直
進
時
に
自
動

操
舵
が
で
き
る
こ
の
田
植
機
は
、
操

作
が
不
慣
れ
な
方
で
も
簡
単
に
ま
っ

す
ぐ
田
植
え
が
で
き
る
と
い
い
ま

す
。

　
田
植
機
に
乗
っ
た
こ
と
が
な
い
人

か
ら
見
る
と
、
機
械
に
乗
っ
て
ラ
ク

に
見
え
る
作
業
も
実
は
、
か
な
り
神

経
を
使
う
も
の
で
、
長
時
間
に
及
ぶ

と
疲
れ
が
た
ま
り
集
中
力
も
落
ち
て

き
ま
す
。
直
進
自
動
操
舵
機
能
は
、

こ
う
し
た
疲
労
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と

で
作
業
効
率
も
向
上
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
田
植
機
を
試
運
転
し
た
農
家
か
ら

は
「
初
め
は
ど
ん
な
も
の
か
と
思
っ

て
い
た
が
、
自
動
操
舵
の
お
か
げ
で

作
業
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
ほ
ど

楽
で
す
」
と
か
「
ま
っ
す
ぐ
植
え
ら

れ
た
田
ん
ぼ
を
見
る
と
気
持
ち
が
良

い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
好
評

を
得
て
い
ま
し
た
。

　
実
演
会
を
開
い
た
メ
ー
カ
ー
の
担

当
者
に
よ
る
と
、
今
回
紹
介
し
た
の

は
パ
ワ
ー
ス
テ
ア
リ
ン
グ
が
装
備
さ

れ
た
田
植
機
で
あ
れ
ば
装
着
可
能
な

後
付
け
タ
イ
プ
の
自
動
操
舵
シ
ス
テ

ム
。Ｇ
Ｐ
Ｓ
ア
ン
テ
ナ
と
ハ
ン
ド
ル

を
操
る
モ
ー
タ
ー
、
植
え
付
け
幅
な

ど
を
調
整
す
る
モ
ニ
タ
ー
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。
田
植
機
か
ら
ト

ラ
ク
タ
ー
に
付
け
替
え
て
、
田
起
こ

し
や
畦
塗
り
、
代
掻
き
に
も
対
応
す

る
な
ど
汎
用
性
は
高
く
、
五
島
で
栽

培
さ
れ
て
い
る
芋
の
畝
立
て
に
使
う

と
、
楽
に
真
っ
直
ぐ
な
畝
を
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
多
様
な
用
途

に
活
用
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
国
で
は
、
日
本
の
農
業
技

術
に
こ
う
し
た
先
端
技
術
を
駆
使
し

た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
農
作
業
の
省
力
・
軽
労
化

を
更
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
加
え

て
新
規
就
農
者
の
確
保
や
栽
培
技
術

力
の
継
承
に
も
期
待
さ
れ
る
と
し
て

い
ま
す
。

荒木さんが導入した牽引式レベラーチルト機構で作業機を傾け、畦際の仕上げが容易

地元の生産者が試乗して田植えをするようす。地元の生産者が試乗して田植えをするようす。

大量の土を動かし圃場の均平が図れます。 チゼルと呼ばれる爪が土を砕き乾燥を早めます。

GPSレベラー

直進自動操舵システム集中力低下を抑え疲労を軽減するため
規模が大きい農家や受託作業には特に有効
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総
代
は
、
農
業
の
発
展
と
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
Ｊ
Ａ
運
動
に
取
り
組

む
正
組
合
員
を
代
表
し
、
各
地
区
で

そ
の
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
総
代
会
は
、Ｊ
Ａ
の
組
織
の
中
で

最
高
経
営
意
思
決
定
機
関
と
さ
れ
、
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Ａ
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の
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た
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山
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を
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に
下
五
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か
所
、
上
五
島

地
区
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か
所
で
５
月
31
日
ま
で
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を
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け
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行
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し
た
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令
和
６
年
５
月
期
の
せ
り
市
が

５
月
13
日
と
14
日
、
五
島
家
畜
市

場
で
開
か
れ
、
生
産
者
１
８
９
戸

が
過
去
最
多
の
７
１
１
頭
（
子
牛

６
５
９
頭
、
成
牛
52
頭
）
を
上
場

し
ま
し
た
。

　
前
回
、
４
期
ぶ
り
に
平
均
価
格

が
50
万
円
を
超
え
た
こ
と
で
生
産

者
か
ら
は
「
こ
の
調
子
で
上
げ
て

く
れ
れ
ば
」
と
期
待
す
る
声
が
聞

か
れ
る
一
方
で
「
50
万
円
を
下
回

ら
な
け
れ
ば
い
い
が
」
と
心
配
す

る
声
も
。

　
２
日
間
の
子
牛
の
平
均
価
格
は

前
回
と
比
べ
５
・
５
％
安
の
55
万

２
８
４
４
円
と
な
り
、
３
月
期
か

ら
３
万
１
９
１
４
円
下
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
に
生
産
者
は
「
枝
肉

相
場
も
低
調
な
中
で
、
仕
方
が
な

い
。
１
月
よ
り
下
が
ら
な
く
て
よ

か
っ
た
」
と
複
雑
な
心
境
を
語
り

ま
し
た
。

　
今
回
、
生
産
者
が
せ
り
価
格
以

上
に
心
配
し
て
い
た
の
は
、
悪
天

候
で
滞
っ
て
い
る
牧
草
の
収
穫
。

　
例
年
５
月
は
天
日
で
乾
燥
さ
せ

た
牧
草
（
乾
草
）
を
収
穫
し
て
貯

蔵
す
る
時
期
で
、
収
穫
量
が
年
間

の
飼
料
経
費
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
せ
り
を
終
え
青
空
を
見
上
げ

た
生
産
者
は
「
よ
う
や
く
晴
天
が

続
き
そ
う
だ
。
帰
っ
て
す
ぐ
に
作

業
し
な
け
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　『
産
直
市
場
五
島
が
う
ま
い
』（
以

下
、直
売
所
と
い
い
ま
す
）が
、４
月

20
日
と
21
日
、13
周
年
記
念
創
業
祭

を
開
催
。あ
い
に
く
の
天
候
の
な

か
、２
日
間
で
２
千
人
を
超
す
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
出
荷
者
で
つ
く
る
出
荷
協
力
会

（
今
村
善
正
会
長
）は
、新
鮮
な
野
菜

を
特
別
価
格
で
提
供
し
た
ほ
か
、来

場
者
へ
も
れ
な
く
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
日
頃
の

感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　
屋
外
で
は
、輪
投
げ
な
ど
の
ゲ
ー

ム
大
会
が
催
さ
れ
、雨
に
も
負
け
ず

参
加
し
た
子
供
た
ち
の
歓
声
が
響

い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年
も
株
式
会
社
ま
す
だ

製
麺（
新
上
五
島
町
）か
ら
は
、名
物

の
手
延
う
ど
ん
が
無
料
で
ふ
る
ま

わ
れ
、来
場
者
は
、だ
し
に
焼
あ
ご

（
飛
魚
）を
使
っ
た
コ
ク
の
あ
る
上

品
な
味
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は「
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。地
元
の
野
菜
や
お
肉

が
安
く
買
え
て
助
か
り
ま
す
」と
喜

ぶ
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
出
荷
協
力
会
は
、こ
れ
か
ら
も
地

域
の
皆
様
の
拠
り
所
と
し
て
、親
し

み
や
す
く
愛
さ
れ
る
直
売
所
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
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　ＪＡごとう女性部は４月20
日、生活協同組合ララコープに
協賛して『かんころ餅づくり』
を本店で開催。ララコープが募
集した保護者と子供合わせて
16名が参加しました。
　講師を務めたのは、女性部の
馬場嵜奈津子さんと山田愛子
さん。
　あらかじめセイロで蒸しあ
げたもち米を機械でつきあげ
て白餅をつくり、蒸したかんこ
ろと混ぜ合わせて再び機械へ。
　にゅるにゅると出てきたかん
ころ餅に子どもたちも大喜び。
　全員で細長く丸めて出来上
がりました。
　かんころ餅づくりは昔なが
らの五島の風物詩。子どもたち
は「今度家でもつくりたい」と
笑顔で話していました。

　「食」とそれを生み出す「農」に
ついて、体験し、学んでもらおう
と、JAごとう青年部三井楽支部
は５月10日、三井楽中学校の生
徒31名と芋植えを行いました。
　校舎の裏にある1.5㌃ほどの
畑に集まった生徒たちに青年
部員が芋植えの作業手順を説
明すると、さっそく全員で鍬な
どを使い畝を立てる作業にと

りかかりました。
　日頃、鍬などの農具に接する
機会が少ない生徒たちは、うま
く畝を立てることができずに
四苦八苦。それでも青年部員の
指導を受け、要領をつかむと手
際よく作業を進め、１学年２
本、合計６本の畝を立てること
が出来ました。
　ここでようやく苗の植え付

けです。青年部員が準備したさ
つま芋の苗を畝の上に並べる
と、植え方を説明。生徒たちは
青年部員の手元を真剣なまな
ざしで見つめていました。
　説明を受けた生徒たちが苗
を手に取り一本ずつ丁寧に植
えていきます。その様子を青年
部員はやさしく見守りながら
生徒に寄り添って指導してい

ました。
　植え付けが終わると、全員で
畑にたっぷりと水をかけて終
了しました。
　作業を終えた生徒は「楽し
く芋植えができました。これ
からみんなで雑草取りや水や
りなどをして秋の収穫を楽し
みにしたいと思います」と話
しました。

　МＶМ商 事 ㈱ 向 け か ぼ
ちゃで全国トップブランド
の産地を目指すＪＡごとう
ほめられかぼちゃ部会は、
栽培技術の向上を図り、安
定した品質のかぼちゃを生
産するため全員で圃場を巡
り生育状況や栽培管理など
を確認し合う現地検討会を
開いています。

　４月下旬には圃場のかぼ
ちゃもつるが長く伸びて黄
色い花が咲き、花の下には
小さい実が出来始めていま
した。
　五島振興局の担当者は、こ
の時期は病害虫の被害に特
に注意が必要として、葉や果
実表面を食害するウリハム
シやハダニ、多発すると葉が

枯死して果実肥大への影響
を及ぼすうどんこ病への対
策を呼びかけました。また、
順調な生育に必要な追肥の
タイミング、果実の品質を上
げるための皿しき、直射日光
による日焼けを防ぐための
クラフトテープ等による日
よけ対策などが説明されま
した。

　昨年は天候不順により品
質が低下し、思うように収
量も伸ばせなかったことか
ら本年産のかぼちゃにかけ
る部会員の期待は大きく、
高品質なかぼちゃの収穫に
向けて現地検討会を重ねて
いくことにしています。

　５月７日、三井楽のライス
センターでは、４月23日から
30日に搬入された約75㌧の
大麦（はるか二条）の検査が
行われました。
　麦は本来、粒に丸みと張り
があり、黄色みを帯びている
とされますが、今シーズンは
収穫時期に異常なほどの降
水量に見舞われたため品質
が大きく低下しました。
　検査ではカルトン（黒い
皿）を使って整粒具合を確
認すると、黒っぽい退色粒
（被害粒）が目立ちます。
　検査の結果、整粒割合が
60％以上で、被害粒の混入
割合が 15％以下とされ、格
付け要因としては形質（粒
の形状と質）の２等となり
ました。

　検査は、ほかに富江と福
江のライスセンターでも行
われ、いずれも２等という
結果でした。ＪＡの担当者
は、「検査では充実不足の粒
も見られ、悪天候の影響で
品質低下を招いてしまった
ことは残念ですが、今後も
地力の向上と維持に努めて
もらいたい」と話しました。
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ごとう農業協同組合

指標銘柄（15-15-15）価格変動の推移

☑ 中国の輸出規制など世界情勢の影響

☑ 為替の円安傾向

☑ 物流コストの上昇

JAグループをご利用の皆様へ

2024年7月1日（ 6 秋年令和 肥）より、
肥料価格が一部値上がりいたします。

※品目によって値上がり幅は変動します。

※

肥料原料は世界中で需要が回復しつつあるものの、原料の購入先である中国
の輸出規制やロシア・中東情勢に関しても不透明な状態が続いております。JA
グループでは生産者の営農に影響のない様、肥料原料確保に努めております。

海外から輸入している肥料原料の価格は為替相場に大きく影響いたします。
現在外国為替相場は150円台が続いており、円安傾向に推移しているため
肥料価格の値上がりに繋がっております。

燃料費の高騰、働き方改革（2024問題）などで物流に係るコストが
上昇しております。

お早めにお買い求めください！
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長崎

●取扱の商品券は、JAによって異なります。　●本企画は書面での申込を対象とし、WEB申込については対象外となります。　●本人会員様の配偶者・親・
　子供（高校生を除く18歳以上）の方であれば家族カードの発行が可能です。なお、本人会員様が学生の場合は家族カードの発行はできません。
●家族カードの発行は3枚までとなります。

詳しくはお近くのＪＡ窓口へお問い合わせください。
（JA長崎せいひ、JAながさき県央、JA島原雲仙、JAながさき西海、JAごとう、JA壱岐市、JA対馬）

Ⓒよりぞう

WEB申込
詳細は
こちらから

JAカード 新規申込特別企画
JAバンク長崎

JAカード 新規申込特別企画
JAバンク長崎

新規のお申込みで
商品券※1,000円分
プレゼント！

※商品券は農協関連施設で
　使用できる商品券です。

JAカードとは、JAならではの特典を
備えたクレジットカードです。

対象のJA直売所・ファーマーズ
マーケットでJAカードをご利用
いただくとご請求時に5％割引に！

対象のJA-SSでJAカードを
ご利用いただくと、ご請求時に
2円/リットル割引に！

直売所・給油所を除くJAグループ
の対象店舗のご利用で通常のポイ
ントに加えて＋2％ポイント還元！

今なら！

商品券

￥1,000

特典

1
特典

2
特典

3

5％割引！ 2円/リットル割引！ ＋2％ポイント還元！

JAカードとは、JAならではの特典を
備えたクレジットカードです。
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編 集
後 記

　最近、私の子供が通う保育園で溶連菌という細菌による感染症が流行しており、注意を促すお知らせ
がきておりました。手洗いうがいをさせるなど、子供の健康に気を遣っていたのですが、子供よりも先
に私が罹患してしまい、改めて自分の免疫力の低さに驚きました。だんだんと暑い日も増えてきました
ので、熱中症等の予防等健康ケアを万全に行って頂ければと思います。
　さて、各地区の小中学校で食育活動が始まりました。児童らの食と農への関心を高めるために行う同
活動。その様子を取材することが目的なのですが、楽しんで活動に参加する児童らの顔を見ていると、

そんな大義名分も忘れ、つい児童らの楽しそうな顔ばかりを追ってしまいます。半年ほど後には収穫の様子を掲載し
ますので、どうぞ楽しみにお待ち頂ければと思います。                                                                （長瀧　俊一）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～18時30分
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～14時
　料金　大人：1,500円　子ども：700円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

６
最新のテクノロジーで変わりゆく農作業最新のテクノロジーで変わりゆく農作業

農業機械農業機械

第23回ＪＡごとう通常総代会のご案内第23回ＪＡごとう通常総代会のご案内

過去最多の上場頭数、価格は50万円台過去最多の上場頭数、価格は50万円台
5月期 牛せり5月期 牛せり

お互いの圃場で栽培技術の向上を図るお互いの圃場で栽培技術の向上を図る
ほめられかぼちゃ現地検討会ほめられかぼちゃ現地検討会

20242024

JUNEJUNE

GPS を使った直進自動操舵機能を搭載した田植機の実演会
（五島市玉之浦町上の平）
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